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「建築基準の性能規定化の一層の推進のための
建築材料等の性能表示・認証システムに関する研究」研究マップ

かなり研究が進んでいる研究領域 いくらか研究が進んでいる研究領域

ほとんど研究が進んでいない研究領域 国総研で過去に取り組んできた研究領域

研究内容の項目名
　(1) ：建築材料の性能特性の表示・認証

システムの実態把握、性能規定化へ
の対応の要件の明確化等

　(2) 建築材料の性能特性項目の材料類
型等に応じた整理

研究の基礎となる知見、情報等 システムの枠組み等の開発
システムのコンテンツの

開発・適用等

分

野

区

分

我が国

の性能

規定等

の実態

欧州等に

おける実

態の把握・

分析

既往の各

種手法の

実態把握・

分析

材料の性

能特性項

目の抽出・

整理

材料の

性能性

能評価・

表示の

枠組み

開発

材料の性

能品質認

証システ

ムの承認

の枠組み

開発

主要な検

証法に対

応した基

準案の試

行的開発

実際のシ

ステム開

発・公的

制度への

適用等

構造安全

性能関係

防火避難安

全性能等関

係

　(3) ：建築材料の多様な性能特性項目に即した「材料性能評
価・表示」の技術的フレームワークの開発

　(4) ：「建築工事に用いられる材料の性能品質認証システム」
の信頼性の審査・承認の技術的フレームワークの開発

　(5) ：主要な性能要求適合検証法に対応した「材料性能評価・
表示基準案」及び「性能品質認証システム承認基準案」の
試行的開発

(1) (3) (5)(4)(2)
(3)

(4)
(1)

本研究の範囲


